








 

 早産の成因と対策に関する研究の疫学部門における早産の疫学的研究が我々

に与えられた研究課題である。 

 早産の各週数における頻度,早産・未熟児・死産児の原因について疫学的調査

をおこなうことが周産期管理班の研究方針として我々に与えられた。 

 研究対象は昭和 50 年から 52 年に大阪大学医学部付属病院分娩育児部での娩

出例のうち妊娠満 37 週十 0日未満のものである。 


